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子どもたちは「人のシャワー」を浴びて育つ 
  

４月１１日に入学した１１９人の一年生も徐々に

学校生活に慣れ、各教室では、楽しそうな声が響い

ています。一年生の下校については、今年度も多く

の学校安全ボランティアの方々が付き添いや見守り

をしてくださっています。 

現在、山口県内の全ての学校がコミュニティ・ス

クールとして、地域や保護者の方々からの「学校支

援」を受けながら、子どもたちの「地域貢献」の意

識を高める教育活動を展開しているところです。コ

ミュニティ・スクールが始まった頃、「子どもたち

は『人のシャワー』を浴びて育つ」という言葉をよく耳にしていました。「人のシャワー」とは、

多くの人との関わりを表しており、子どもたちは、様々な人々と関わる中で社会性や協調性など

の生き抜く力を身に付けていきます。 

麻里布小学校は、これまでも多くの地域の方々からの支援を受けながら教育活動を行っていま

すが、改めて地域の温かさを実感しているところです。 

今後とも、各地域での日常的な見守りや声掛けをよろしくお願いします。 

 

◇◇ 初めての給食 ◇◇ 
４月１７日から、１年生の給食が始まりました。小

学校での初めての給食は、きっと一生の思い出となる

ことでしょう。 

学校では、栄養教諭を中心に、安全・安心な給食の

提供に努めるとともに、食事のマナーやバランスのよ

い食事などについて学ぶ「食育」にも取り組んでいき

ます。御家庭でもぜひ、給食のことを話題にしてみて

ください。                                   

 

 

 

 

 

 

 

麻里布小だより 
青空のもとで泳ぐ鯉のぼり 

～子どもたちのよりよい成長のために～ 

年度初めの参観日、個人懇談会や家庭訪問ではたいへんお世

話になりました。 

子どもたちのよりよい成長のためには、家庭と学校がしっか

り情報共有を行い、連携して指導を進めていくことが重要です。

今回、お聞きしたお子様の様子について、しっかり念頭に置き、

教育活動を行っていきます。 

今後も、御不安なことなどがありましたら、遠慮なく御相談く

ださい。 

http://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/marifu-e/ 

４月１７日の献立 
コッペパン、クリームシチュー、
ツナサラダ、いちご、牛乳 

ボランティアの皆さんと一緒に下校する一年生 

配膳してくれた六年生に御礼 


